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凡例

① リズムはすべて太鼓のリズムを一拍として表記した。

拍の伸縮に関しては表記しなかつた。

付点やハタを多用することを避けた。微妙な音価について正確に記譜しようとすると、

見づらくなるためである。また太鼓が入ることによつて、本来の歌の旋律がどのように

太鼓一拍分に当てはめられているかを、視覚的にわかるようにするためである。

たとえば歌の旋律で

のように聞こえるリズムも太鼓のリズムー拍分であれば

のように表記した。

② テンポの表記の横に実際の開始音を表記した。

③ 出てくる音を書き出し、開始音と終始音、それに基づく筆者の音階の分析を一曲ごとに

記した。

④ 女踊り全曲と男踊りの一部の大鼓のリズムパターンを、一曲ごとに記した。

⑤ 一曲のすべての旋律パターンが出揃うまで記譜し、歌詞についてはほとんどの曲で2番

以降または中間部を省路した。

③ 歌詞についている番号は歌われる順番であつて、実際の 1番、2番とは必ずしも一致し

ない。あるllR~番のときに一定の大鼓のリズムパターンが見られる場合(女踊りの一由の

最後など)は別に表記した。
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歌出しの系譜 (部分 )

○      1      慶作☆

白鳥

]五
正三___幸

「

郎☆

    1-―
一知男

▼太鼓の名手、☆男踊り、①～③女踊りの歌出しの継承順

中村羊一部『有東本の盆踊り』 静岡 :静岡市教育委員会、

芸能ビデオガイド No.14)よ り抜粋。

1995年、9頁 (ふるさと民俗
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